
こ
の
行
進
は
沖
縄
が

復
帰
し
た
５
月
15
日
を

中
心
に
、
全
国
か
ら
参

加
者
が
結
集
し
、
沖
縄

戦
の
歴
史
を
学
び
な
が

ら
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
「
基
地
の
な
い
沖
縄
」

を
訴
え
デ
モ
や
集
会
を

行
い
、
反
戦
反
基
地
め

ざ
し
て
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
。

北
海
道
参
加
団
は
11

日
か
ら
行
動
し
、
沖
縄

南
部
に
点
在
す
る
戦
跡

で
歴
史
な
ど
を
学
ん
だ
。

平
和
行
進
は
12
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
「
西
コ
ー

ス
」
に
参
加
、
沖
縄
市

役
所
を
出
発
し
て
広
大

な
米
軍
嘉
手
納
基
地
な

ど
を
フ
ェ
ン
ス
に
沿
っ

て
行
進
、
続
い
て
13
日

は
、
宜
野
湾
市
役
所
を

出
発
し
て
爆
音
の
続
く

普
天
間
基
地
沿
線
で

「
静
か
な
生
活
を
返
せ
！
」

「
危
険
な
基
地
を
返
還

せ
よ
！
」
と
怒
り
の
拳

を
上
げ
た
。

デ
モ
隊
は

最
後
に
「
平
和
と
暮
ら

し
を
守
る
県
民
大
会
」

に
合
流
、
会
場
の
宜
野

湾
海
浜
公
園
に
は
３
千

人
が
結
集
し
、
福
島
か

ら
の
参
加
団
と
と
も
に

「
脱
原
発
」
「
基
地
の

な
い
沖
縄
」
を
訴
え
た
。

（
自
治
労

菅
原
直
樹
）

憲
法
記
念
日
の
５
月

３
日
、
５
・
３
北
海
道

集
会
実
行
委
員
会
は
自

治
労
会
館
で
「
沖
縄
復

帰
40
年

憲
法
を
私
た

ち
の
手
に
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
北
海
道
集
会
を

開
催
、
３
５
０
名
が
参

加
し
、
琉
球
新
報
の
松

本
剛
政
治
部
長
を
招
い

て
講
演
を
受
け
た
。

松
本
氏
は
「
民
主
主

義
の
成
熟
度
問
う
沖
縄

問
題

‐
命
の
二
重
基

準
と
憲
法
理
念
‐
」
と

題
し
て
基
地
問
題
を
中

心
に
沖
縄
の
現
状
を
説

明
、
米
本
国
で
は
不
可

能
な
運
用
が
平
然
と
行

わ
れ
、
両
国
民
の
命
の

重
さ
に
格
差
が
生
ま
れ

て
お
り
、
こ
う
し
た
現

状
は
極
め
て
問
題
で
あ

る
と
指
摘
し
た
。

集
会
の
最
後
に
「
政

府
が
進
め
る
動
的
な
日

米
防
衛
協
力
強
化
を
許

さ
ず
、
「
戦
争
を
す
る

国
づ
く
り
」
を
進
め
よ

う
と
す
る
動
き
に
改
め

て
平
和
憲
法
の
意
義
・

大
切
さ
を
再
認
識
し
、

世
界
に
広
め
る
運
動
を

進
め
る
」
と
し
た
ア
ピ
ー

ル
を
採
択
し
終
了
し
た
。
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静
か
な
生
活
を
返
せ
！

延
べ
６
千
人

怒
り
の
拳

沖
縄
の
本
土
復
帰
か
ら
40
年
と
な
る
節
目
を

迎
え
、
今
年
度
も
平
和
行
進
が
5
月
11
日
か
ら

行
わ
れ
た
。
北
海
道
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
か

ら
は
子
ど
も
を
含
む
34
名
が
参
加
、
い
ま
だ
に

変
わ
ら
ぬ
現
状
を
抱
え
る
沖
縄
で
、
「
基
地
の

島
」
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
デ
モ
行
進
し
た
。

昨
年
か
ら
全
国
で
展

開
さ
れ
て
い
る
「
さ
よ

う
な
ら
原
発
１
０
０
０

万
人
ア
ク
シ
ョ
ン
」
に

関
連
し
、
現
在
、
北
海

道
段
階
で
は
全
国
署
名

の
集
約
数
が
35
万
筆
弱

で
、
目
標
の
50
万
筆
に

は
ま
だ
到
達
し
て
い
な

い
状
況
に
あ
る
。

し
か
し
、
世
論
は

「
脱
原
発
」
に
シ
フ
ト

し
つ
つ
あ
り
、
福
島
の

現
状
か
ら
も
、
継
続
し

て
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
と
し
、
北
海
道
平
和

運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
署

名
の
集
約
延
長
と
全
国

一
斉
行
動
を
提
起
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
石
狩

地
域
協
議
会
で
も
５
月

19
と
20
の
両
日
、
北
教

組
を
中
心
に
管
内
４
地

区
の
各
駅
頭
で
署
名
行

動
を
展
開
、
行
き
交
う

市
民
に
改
め
て
「
脱
原

発
」
を
訴
え
た
。
署
名

に
応
じ
た
市
民
か
ら
は

「
子
ど
も
の
た
め
に
協

力
し
ま
す
」
と
の
声
も

聞
か
れ
、
２
日
間
で
80

筆
の
署
名
を
集
約
し
た
。

○

事
務
局
だ
よ
り

○

琉
球
新
報
松
本
氏
の

講
演
で
「
命
の
重
さ
に

格
差
が
あ
る
」
と
の
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
状
況
は
基
地
も
原
発

も
同
じ
で
す
。
特
に
子

ど
も
の
命
に
格
差
を
つ

け
る
こ
と
は
絶
対
に
許

さ
れ
ま
せ
ん
。
（
む
）

出
発
す
る
デ
モ
隊

３
日
間
で
述
べ
６
０
０
０
人
が

参
加
し
た

＝
宜
野
湾
市
役
所
前

講
演
す
る
琉
球
新
報

松
本
氏

基
地
問
題
な
ど
の
企
画
で
数
多

く
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
賞
を
受
賞

命
の
重
さ格

差
許
さ
ぬ


